
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                 

   

総
そう

 題
だい

 「ヨシュア記
き

に学ぶ
まな  

信仰
しんこう

の教訓
きょうくん

」     

      

第７課
だいななか

 究 極
きゅうきょく

の忠誠
ちゅうせい

――戦場
せんじょう

での礼拝
れいはい

（１１月
じゅういちがつ

１５日
じゅうごにち

） 

廣前
ひろまえ

 早
さ

輝人
き と

 

１
いち

．安息日午後
あんそくにちごご

 

【暗唱
あんしょう

聖句
せいく

】 

「何
なに

よりもまず、神
かみ

の国
くに

と神
かみ

の義
ぎ

を求
もと

めなさい。そうすれば、これらのものはみな加
くわ

えて与
あた

えられ

る。」（マタイによる福音書
ふくいんしょ

6
ろく

: 3 3
さんじゅうさん

、新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

において神様
かみさま

の国
くに

と神様
かみさま

の義
ぎ

を1
いち

番
ばん

に求
もと

めているでしょうか。自分
じぶん

の都合
つごう

を１番
いちばん

にし

てしまうような弱
よわ

さは取り除
と  のぞ

かれねばなりません。今週
こんしゅう

は、危険
きけん

で不安
ふあん

な時
とき

に、神様
かみさま

にもう一度
いちど

献身
けんしん

するイスラエルの姿
すがた

を学
まな

びます。 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：まず契約
けいやく

 

「あなたの家
いえ

で生
う

まれた奴隷
どれい

も、買い取
か  と

った奴隷
どれい

も、必
かなら

ず割礼
かつれい

を受
う

けなければならない。それによ

って、わたしの契約
けいやく

はあなたの体
からだ

に記
しる

されて永遠
えいえん

の契約
けいやく

となる。」（創世記
そうせいき

1 7
じゅうなな

: 1 3
じゅうさん

、

新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

彼
かれ

らはまず神様
かみさま

との契約
けいやく

をきちんとしなければいけませんでした。神様
かみさま

との契約
けいやく

を１番
いちばん

にする

ことは、神様
かみさま

に真心
まごころ

を込
こ

めて仕
つか

える行為
こうい

でした。私たち
わたし   

の日々
ひ び

の戦
たたか

いは自分
じぶん

のものではありませ

ん。それが神様
かみさま

のものであることを理解
りかい

し、日々
ひ び

新
あら

たに献身
けんしん

することを覚
おぼ

えましょう。 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：過
すぎ

越
こし

祭
さい

 

「だから、あなたがたは、このパンを食
た

べこの 杯
さかずき

を飲
の

むごとに、主
しゅ

が来
こ

られるときまで、主
しゅ

の死
し

を告
つ

げ知
し

らせるのです。」（コリントの信徒
しんと

への手紙
てがみ

一 1 1 : 2 6
いち じゅういち  にじゅうろく 

、新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

イエス様
さま

が定
さだ

めてくださった晩餐
ばんさん

（聖餐式
せいさんしき

）は、私
わたし

たちを十字架
じゅうじか

へと導
みちび

きます。主
しゅ

の尊
とうと

い犠牲
ぎせい

をいつも心
こころ

に留
と

めておくためには、神様
かみさま

が何
なに

をしてくださったのか、毎日
まいにち

の恵
めぐ

みを思
おも

い

出す
だ  

必要
ひつよう

があります。 



 

４
よん

．火曜日
かようび

：再生
さいせい

の祭壇
さいだん

 

「ただ、強
つよ

く、大い
おお 

に雄々
お お

しくあって、わたしの僕
しもべ

モーセが命
めい

じた律法
りっぽう

をすべて忠実
ちゅうじつ

に守
まも

り、右
みぎ

にも左
ひだり

にも

それてはならない。そうすれば、あなたはどこに行
い

っても成功
せいこう

する。」（ヨシュア記
き

1
いち

: 7
なな

、

新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

律法
りっぽう

に従
したが

っているかどうかは、人類
じんるい

の運命
うんめい

における大
おお

きな問題
もんだい

です。それは戦争
せんそう

に勝利
しょうり

することより大切
たいせつ

な問題
もんだい

でした。祭壇
さいだん

を通
とお

して、礼拝
れいはい

を通
とお

して、イエス・キリストを通
とお

して、

私
わたし

たちは神様
かみさま

にすなおに従
したが

うことを学
まな

ぶことができるのです。 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：石
いし

に刻
きざ

む  

「ヨシュアはこの祭壇
さいだん

の石
いし

に、モーセがイスラエルの人々
ひとびと

のために記
しる

した教
おし

えの写
うつ

しを刻
きざ

ん

だ。」（ヨシュア記
き

8
はち

: 3 2
さんじゅうに

、新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

人間
にんげん

は忘
わす

れやすい生
い

き物
もの

です。彼
かれ

らは石
いし

に律法
りっぽう

を刻
きざ

むことで、神様
かみさま

から与
あた

えられた恵
めぐ

みと

神様
かみさま

に従
したが

うことの大切
たいせつ

さをいつも思い出
おも  だ

しました。私
わたし

たちは神様
かみさま

の律法
りっぽう

をどのように刻
きざ

み、

覚
おぼ

えることができるでしょうか。 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：主
しゅ

の臨在
りんざい

を切望
せつぼう

する 

「わたしはあなたたちのうちを巡り歩
めぐ ある

き、あなたたちの神
かみ

となり、あなたたちはわたしの民
たみ

となる。」（レビ

記
き

2 6
にじゅろく

: 1 2
じゅうに

、新共同
しんきょうどう

訳
やく

） 

 聖所
せいじょ

は、ご自分
じぶん

の民
たみ

の中
なか

に住
す

まれるという神様
かみさま

の約束
やくそく

の成就
じょうじゅ

をあらわしています。やがて、神様
かみさま

が

永遠
えいえん

に神様
かみさま

の民
たみ

の中
なか

に住
す

まわれる時
とき

が来
き

ます。その時
とき

を信
しん

じて待ち望
 ま  のぞ

みましょう。 

 

７
なな

．金曜日
きんようび

：さらなる研究
けんきゅう

 

「彼
かれ

らは、十字架
じゅうじか

の影
かげ

ではなくて、救い
すく  

の光
ひかり

の中
なか

に立
た

っている。彼
かれ

らは、義
ぎ

なる太陽
たいよう

キリス

トの輝かしい
かがや    

光
ひかり

に向
む

かって 魂
たましい

を開
ひら

くのである。」（『各時代
かくじだい

の希望
きぼう

』
」

第 7 2 章
だいななじゅうにしょう

） 

罪
つみ

を悲
かな

しむのではなく救い
すく 

の恵
めぐ

みを喜
よろこ

び、自分
じぶん

ではなく神様
かみさま

に目
め

を向
む

け、神様
かみさま

の光
ひかり

の中
なか

で

養
やしな

われる時
とき

、私
わたし

たちは神様
かみさま

の栄光
えいこう

を輝
かがや

かせるものへと成長
せいちょう

していくことができます。 

 

＜話し合
はな  あ

いのための質問
しつもん

＞ 

★あなたにとって神様
かみさま

を覚
おぼ

えることは簡単
かんたん

でしょうか、難
むずか

しいでしょうか。なぜそう思
おも

うのでしょうか。 

★まず神様
かみさま

の国
くに

と神様
かみさま

の義
ぎ

を求
もと

めるために、何
なに

ができるでしょうか。 


